
担

当

課

（

室

）

 

目
　

　

　

次

 

発

行
　

岡

山

県

 

◯
　

特

定

施

設

の

設

置

及

び

構

造

等

の

変

更

の

許

可

環

境

管

理

課

 

申

請

の

正

誤

担

当

課

（

室

）

目
　

　

　

次

 
 

【

規
　

　

　

則

】

 

◯
　

岡

山

県

職

員

の

退

職

手

当

に

関

す

る

条

例

の

規

人

事

課

 

定

に

よ

る

意

見

の

聴

取

の

手

続

に

関

す

る

規

則

の

 
 

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 
 

（

県

例

規

集

登

載

） 

 
 

【

訓
　

　

　

令

】

 
 

◯
　

岡

山

県

庁

用

自

動

車

管

理

規

程

の

一

部

改

正

用

度

課

 
 

（

県

例

規

集

登

載

） 

 
 

【

告
　

　

　

示

】

 

◯
　

県

内

搬

入

処

分

事

前

協

議

書

の

提

出

が

不

要

な

循

環

型

社

会

推

進

課

 
 

産

業

廃

棄

物

の

指

定

の

一

部

改

正

 
 

◯
　

収

納

代

理

金

融

機

関

の

指

定

の

一

部

改

正

会

計

課

 
 

（

以

上

県

例

規

集

登

載

） 

 
 

◯
　

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

 
 

◯
　

急

傾

斜

地

崩

壊

危

険

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

 
 

◯
　

〃

〃

 
 

【

公
　

　

　

告

】

 

◯
　

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

 
 

の

完

了

 
 

◯
　

〃

〃

 

◯
　

落

札

者

等

の

決

定

警

察

本

部

会

計

課

【

正
　

　

　

誤

】

岡

山

県

公

報

 　　令和８年９月１５日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１２８３７号



 

◎
岡
山
県
規
則
第
五
十
二
号

岡
山
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
の
手
続
に
関
す
る
規
則
の
一

 
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

 
令
和
八
年
九
月
十
五
日

 

岡
山
県
知
事　
　

伊 

原 

木　
　

隆　
　

太　
　
　

　
　
　

岡
山
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
の
手
続
に
関
す
る
規
則

 

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

岡
山
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
の
手
続
に
関
す
る
規
則
（
平

 

成
二
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

 

　

第
二
条
第
二
号
中
「
同
条
第
三
項
後
段
」
を
「
同
条
第
四
項
後
段
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
第
二
項
中
「
、
又
は
主
宰
者
が
死
亡
し
若
し
く
は
心
身
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
意
見

 

の
聴
取
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
」
を
削
る
。

 

　
　
　

附　

則

 

　

（
施
行
期
日
）

、

。

、

、

１　

こ
の
規
則
は

令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

た
だ
し

第
二
条
第
二
号
の
改
正
規
定
は

 

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

条
例
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取
の
手
続
に
関
す
る
規
則
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た

 

新
た
な
主
宰
者
の
指
名
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令和８年９月１５日　岡山県公報　第１２８３７号



 

◎
岡
山
県
訓
令
第
五
号

 

庁　
　

中　
　

一　
　

般　
　
　

 

出　
　

先　
　

機　
　

関　
　
　

岡
山
県
庁
用
自
動
車
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
年
岡
山
県
訓
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改

 

正
す
る
。

 

令
和
八
年
九
月
十
五
日

 

岡
山
県
知
事　
　

伊 

原 

木　
　

隆　
　

太　
　
　

 

　

第
九
条
第
一
号
中

第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
八

を

第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
九

に
改
め
る

「

」

「

」

。

 

　
　
　

附　

則

 

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

令和８年９月１５日　岡山県公報　第１２８３７号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
二
号 

 

平
成
二
十
六
年
岡
山
県
告
示
第
六
百
十
八
号
□
県
内
搬
入
処
分
事
前
協
議
書
の
提
出
が
不
要
な
産
業

廃
棄
物
の
指
定
□
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
□
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

本
則
第
一
号
中
□
か
ら
□
を
□
イ
及
び
ロ
□
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
並
び
に
□
に
改
め
□□
ま
で
□
を

削
り
□
本
則
第
二
号
中
□
又
は
そ
の
塩
□
を
□
若
し
く
は
そ
の
塩
又
は
ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸
若

し
く
は
そ
の
塩
□
に
改
め
□
本
則
に
次
の
二
号
を
加
え
る
□ 

 
 

 

三 

廃
プ
ラ
ス
チ
□
ク
類
又
は
金
属
く
ず
□
こ
れ
ら
の
う
ち
廃
タ
イ
ヤ
に
限
る
□
□ 

 

四 

廃
石
綿
等 

令和８年９月１５日　岡山県公報　第１２８３７号



 

◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号

　

平
成
二
年
岡
山
県
告
示
第
二
百
号
（
収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

 
る
。

 
令
和
八
年
九
月
十
五
日

 

岡
山
県
知
事　
　

伊 

原 

木　
　

隆　
　

太　
　
　

 

　

表
中

 
 

 
 

「

 
 

備
前
日
生
信
用
金
庫

 
 

 
 

 

み
ず
ほ
信
託
銀
行
株
式
会
社

岡
山
支
店
に
お
け
る
口
座
振
替
の
方
法

 
 

に
係
る
収
納
の
事
務
に
限
る
。

」

 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

「

 

備
前
日
生
信
用
金
庫

」

 

に
改
め
る
。

 

　
　
　

附　

則

 

　

こ
の
告
示
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

令和８年９月１５日　岡山県公報　第１２８３７号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
四
号 

 

森
林
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
□
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
□
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
□
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

高
梁
市
成
羽
町
星
原
字
山
ノ
谷
六
二
か
ら
六
五
ま
で
□
六
七 

二 

指
定
の
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三 

指
定
施
業
要
件 

 
 

１ 

立
木
の
伐
採
の
方
法 

(1) 

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
□
主
伐
は
□
択
伐
に
よ
る
□ 

字
山
ノ
谷
六
二
□
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
□
□ 

(2) 

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
□
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
□ 

(3) 

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
□
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る 

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
□ 

(4) 

間
伐
に
係
る
森
林
は
□
次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

２ 

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
□
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
□ 

□
□
次
の
図
□
及
び
□
次
の
と
お
り
□
は
省
略
し
□
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高

梁
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□
□ 

令和８年９月１５日　岡山県公報　第１２８３７号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号 

 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
□
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
□
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
□ 

 
そ
の
関
係
図
書
は
□
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

児
島
小
川
２
丁
目
地
区 

 
 

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
か
ら
二
十
二
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標

柱
一
号
と
標
柱
二
十
二
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域 

 
 

岡
山
県
倉
敷
市
児
島
小
川
二
丁
目 

 
 

三
二
五
七
番 

 
 

 
 

 

一
号
か
ら
十
一
号
ま
で
及

び
二
十
号
か
ら
二
十
二
号

ま
で 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 

〃 
 

 
 

 
 

 

三
二
五
八
番
八 

 
 

 
 

十
二
号
及
び
十
三
号 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 

小
川
三
丁
目 

 
 

三
二
五
九
番
地
先
道
路
敷 

十
四
号
及
び
十
五
号 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 

〃 
 

 
 

 
 

 
三
二
五
九
番 

 
 

 
 

 

十
六
号
及
び
十
七
号 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 

〃 
 

 
 

 
 

 

三
二
五
五
番
六 

 
 

 
 

十
八
号
及
び
十
九
号 

 
 

 

令和８年９月１５日　岡山県公報　第１２８３７号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号 

 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
□
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
□
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
地
区
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
□ 

 
そ
の
関
係
図
書
は
□
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

長
保
地
区 

 
 

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
一
号
と
標
柱
三
十
七
号
□
標
柱
三
十
七
号
か
ら
三
十

九
号
ま
で
及
び
標
柱
三
十
九
号
と
標
柱
三
号
を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に
標
柱
一
号
か
ら
三
号
ま
で
を

令
和
四
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
号
で
指
定
し
た
土
地
の
境
界
線
に
沿
□
て
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た

区
域 

 
 

岡
山
県
勝
田
郡
奈
義
町
皆
木 

 
 

 
 

二
六
三
番
一 

 
 

 
 

 

一
号
及
び
三
十
七
号 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

 
 

二
六
〇
番
二 

 
 

 
 

 

二
号 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

 
 

二
六
五
番
一 

 
 

 
 

 

三
号
及
び
三
十
九
号 

 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

〃 
 

 
 

 
 

二
二
六
番 

 
 

 
 

 
 

三
十
八
号 

 
 

 

 
 

 

令和８年９月１５日　岡山県公報　第１２８３７号



□
四
二
九
□
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

総
社
市
久
米
字
七
ノ
坪
二
七
六
番
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
中
区
平
井
一
二
三
四
番
地
一 

Ｂ―

二
〇
五 

水
崎 

幸
弘 

水
崎
め
ぐ
み 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
八
年
六
月
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
六
五
号 

令和８年９月１５日　岡山県公報　第１２８３７号



□
四
三
〇
□
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
□
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
□
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
□ 

 
 

令
和
八
年
九
月
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

総
社
市
宿
字
田
中
一
七
二
〇
番
四 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

倉
敷
市
老
松
町
二
丁
目
一
二
番
一
一―

一
〇
〇
二
号 

サ
□
パ
ス
老
松
中
央 

青
野 

暁
氣 

青
野 

美
織 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
七
七
号 

令和８年９月１５日　岡山県公報　第１２８３７号



□
四
三
一
□
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
□
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
□
に
基
づ
き
□
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
□
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
決
定
し

た
□ 

令
和
八
年
九
月
十
五
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

調
達
件
名 

岡
山
県
警
察
ヘ
リ
コ
プ
タ
□
の
12
か
月
特
別
点
検
□
整
備
及
び
修
理 

二 

契
約
期
間 

令
和
八
年
九
月
三
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地 

岡
山
県
警
察
本
部
警
備
部
警
備
課 

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号 

四 

落
札
者
を
決
定
し
た
日 

令
和
八
年
八
月
二
十
七
日 

五 

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

エ
ア
ロ
ト
ヨ
タ
株
式
会
社
岡
山
営
業
所 

岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
三
番
八
号 

六 

落
札
金
額 

一
二
六
□
二
三
六
□
〇
〇
〇
円
□
う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
一
一
□
四
七
六
□
〇
〇
〇
円
□ 

七 

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続 

一
般
競
争
入
札 

八 

入
札
公
告
日 

令
和
八
年
七
月
七
日 
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〔
一
一
〕
令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
付
け
公
布
岡
山
県
告
示
第
三
百
七
十
五
号
（
特
定
施
設
の
設
置
及

 

び
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
）
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

頁

誤

正

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

63
 

 
 

 
 

,
 

 
 

 
 

17

17

 
 

 
 

 

―
―

 
 

 

前

前

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

63

 
 

 
 ,

 
 

 

17

17

 
 

 

―
―

 

前

前
 

 二

 
 

 
 

141

132

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

116

 
 

 
 

 
 

  

132

141

    
 116

  

123.8

123.8
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